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かんしょ機械化一貫栽培体系による省力化の実現

井関農機（株）夢ある農業ソリューション推進部 三輪田



自己紹介

ヰセキグループ

■開発・企画 井関農機㈱

■販売・サービス 国内・海外の販売会社

㈱ヰセキ北海道
他 国内１０社

■製造 国内・海外７工場

井関農具商会（1926年愛媛）

もうすぐ100年（1926設立）
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基本戦略

ISEKIのビジョン

ベストソリューションの提供



I SEK Iの

農業技術

精密・効率的な作業を実現する、最先端のスマート機械

自社農場で培った栽培技術やGAP指導、
販売からメンテナンスまで、強力サポート

自動抑草ロボット 水管理

リモートセンシング 営農管理システム

各社の最新技術と連携した
オープンイノベーション
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カンショの機械化一貫体系
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6 年間通して、バランス良い労働時間の組合せが必須



移植機で能率アップ
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機械化一貫体系はシーズン通してバランスよく低減できることが重要
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青果用かんしょにおいて移植に関する作業はいまだに手作業のところも多く、軽労化と労働時間低減

が求められていました。2003〜2004年にかけて事業導入の後押しもあり一気に移植機の導入が進んだが

苗の影響による植付精度のばらつきや調整の難しさもあり移植機導入後の稼働率が低い状況でした。
このような背景の中、機械移植での問題解決を図るため、農林水産研究推進事業「青果用かんしょの
省力機械移植栽培体系の確立」のコンソーシアムがスタートしました。
改良・開発を重ね、苗適応性の向上、操作性・作業性の向上がなされたかんしょ移植機を市場投入します。

機械化一貫体系はシーズン通してバランスよく低減できることが重要
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「PVH103-70PBXLD」

苗適応性と作業性が向上！
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新規セールスポイント一覧

植付精度向上

・苗連れ出し防止具の追加

・苗挟持ブラシの改良

苗適応性向上

・ベルト部のたわみ防止機構

・うねガイドローラーのうね追従性向上
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新規セールスポイント一覧

かん水装置標準装備

高能率

・前後輪同時上下機構

・作業効率アップ

苗を選ばず安定した植付けで作業能率アップ
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植付け精度向上
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植付精度向上

新規セールスポイント

※画像は試作中のものです。
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植付精度向上

新規セールスポイント

※画像は試作中のものです。

KEEP
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植付精度向上

新規セールスポイント

※画像は試作中のものです。
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植付精度向上

新規セールスポイント

※画像は試作中のものです。
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植付精度向上

新規セールスポイント

※画像は試作中のものです。

ベルト内にガイドを設けることでベルトの
たわみによる位置ずれを防止します。
ベルトがたわむと爪が苗をつかむ際の苗の位置
が変わってつかみミスを引き起こす場合があり
ます。

ベルトガイドは摩耗したら取り替えることの
できる構成となっています。
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植付精度向上のまとめ

※画像は試作中のものです。

泥付着防止スクレーパーで

移植爪の泥を掃除し次に備える

鎮圧ローラで

浮いた土をしっかり鎮圧し

苗連れ出し防止具で

苗をしっかり押さえ

移植爪で

しっかり植付け

ベルト部たわみ防止で

しっかり苗をはさみ！！
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苗適応性向上
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苗挟持ブラシの改良

新規セールスポイント

苗挟持ブラシを現行機の硬いもの
変更しました。これにより、曲がり苗
や太い苗がセットしやすくなります。

※画像は試作中のものです。

苗適応性向上
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苗挟持ブラシの改良

新規セールスポイント

苗適応性向上
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苗挟持ブラシの改良

新規セールスポイント

苗適応性向上
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苗適応性向上

新規セールスポイント

苗挟持ブラシの改良
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苗適応性向上

新規セールスポイント

※画像は試作中のものです。
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高能率
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高能率

新規セールスポイント

1.

現行機はほ場ごとに前輪高さを調節していました
が、今回のかんしょ移植機は前後輪が同時に上下
しますので、調節の手間が省けます。

また、旋回時（機体最大リフト時）まで機体がリ
フトする際に、一定位置から機体後方側が前方に
比べて高くなるので、ハンドルを押し下げた際に
前輪が高い位置に来て旋回しやすくなっています。
これにより旋回時にうねを崩しにくくなります。

※画像は試作中のものです。
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高能率

新規セールスポイント

※画像は試作中のものです。
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うねガイドローラーのうね追従性向上

新規セールスポイント

※右の画像は試作中のものです。

うねガイドローラーの角度を細かく調整できるようになりました。
これにより様々なうねに対応することが可能であり、移植機のうね追従性が向上します。

現行機 新型機

高能率
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高能率

新規セールスポイント

苗適応性が向上し、曲がり苗にも対応可能。
植付精度の向上により補植も削減され、作業効率がアップしました。
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かん水装置
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当社内実証結果

かんしょ

かん水＋α

ＢＳ資材

要望が増えて
きている
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かん水装置標準装備

新規セールスポイント

現行機から樹脂シリンダを採用しており、防錆性に優れていたことに加え、
分解式のバルブを新たに採用することでメンテナンス性を向上させました。
20Ｌの大容量タンクを搭載しています。

分解式バルブ

樹脂シリンダ

※画像は試作中のものです。



効率的なうね立て
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うね立て作業機

うね立て

マルチロータリ+甘藷マルチ【MRY910S+MRY910M】

作業機/鋤柄農機（株）
適応馬力：16〜25馬力

スーパー2畦マルチ【PH-D213M】

作業機/鋤柄農機（株）
適応馬力：23〜36馬力

1うね成型

2うね成型
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うね立て＋自動操舵

GPS等の位置情報を活用した自動操舵
省力、収益性向上へ

●作業者の労力軽減
●誰でもキレイなうね立て
●マルチもきれいに

＋自動操舵で
まっすぐ楽に

X25使用
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人工衛星





うねをまっすぐ立てると、
➡うね本数の確保 ➡収量確保に
➡うね曲がりで生じるマルチのシワ減少 ➡手直し作業が減る
➡うね立て作業を任せられる

うね立て＋自動操舵

＋自動操舵で
まっすぐ楽に
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ISEKIが提案する自動操舵システム

……後付けでトラクタ等農機に装着するシステム。
より精度の高い作業が可能。【補正情報が別途必要：有料サービス】

……直進アシスト農機「オペレスタ搭載農機」が利用している方式。
ジャイロ等でさらに精度向上を図っている。
後付け装置不要、補正情報不要で農機単体での作業が可能。
RTK方式と比べて安価に導入できる

●D-GPS方式（中精度）
トラクタ搭載機能
「オペレスタ」

●RTK方式（高精度）
トプコン
ニコントリンブル
他

３うね立て＋自動操舵

各社ラインナップの
後付け自動操舵システム

オペレスタ搭載トラクタ
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高精度自動操舵に必要な補正情報サービス

+契約手数料
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３うね立て＋自動操舵の補正情報

月額3,300円
+契約手数料！

ISEKI
高精度GNSS位置情報サービス



その他の農業機械
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❶排水対策：水田を畑作物に適した水環境へ変える

カンショは根深性 ➡湿害を受けやすいので排水対策が有効

土づくり 排水対策

補助暗渠施工

明渠＋補助暗渠の施工で排水対策を行う

明渠施工

※水田に戻す場合は作業深さ
や作業機種類に注意※溝深さ25㎝ 溝幅20㎝程度

42



※写真は、水田用ボトム。転作用ボトムを必ず用いる

溝掘プラウ

螺旋式溝堀機：ニプロ、小橋等 ローター式溝掘機：ニプロ等溝ほりプラウ：スガノ

溝掘機は、石の有無、土の湿り具合等
圃場条件に合ったものを選択しましょう

排水対策 明渠

作業機



※本暗渠管の破損に注意

・明渠➡補助暗渠の順に作業を行う

・補助暗渠作業機は必ず明渠の溝内より作業する。
施工方向は、複田時に田植機走行の支障にならないよう圃場の
対角線方向で行う。最後に補助暗渠をつなぐために施工方向が
違う補助暗渠を数本施工します（右図参照）。

・右写真のように、明渠側面から補助暗渠穴が目視できる状態が
理想です。

排水対策 作業方法（明渠➡硬盤破壊＋補助暗渠）

作業方法



補助暗渠の施工例（弾丸暗渠の場合）

土づくり 排水対策

※水田に戻す場合は作業深さ作業機種類に注意。
必要以上に硬盤を破壊しない弾丸タイプを使用。

明渠
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❷深耕：作土層を確保する

カンショは根深性 ➡根を伸ばせる作土層が厚い方が良い 深耕

土づくり 深耕（作土層の拡大）

水田は硬盤層があり作土が10㎝程度までしかないことが多いので、深耕作業で作土を広げる

40㎝以上が理想ではある。
細根は1m以上伸びる。

スピードカルチ 耕深ロータリ

深耕作業機 30㎝程度の深さで
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※水田に戻す場合は硬盤を破壊しないよう作業深さに注意



土壌改良作業機

土づくり

グランドソワー ブロードキャスター（ZA-V）

（株）タイショー AMAZONE

マキタロウ

土壌消毒機（トラクタフロント装着）

（株）アグリアタッチ
研究所

（MSX650M）

（株）アテックス
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JK18でのかんしょ防除

防除作業機

防除作業機 JK18
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・イモコガなどの食葉害虫防除や、ハムシなどの
塊根表面を食べる害虫防除に有効です。

能率：10aあたり0.6時間 歩行式動噴と比べて作業時間は3/8に大幅削減

・防除時期は夏の暑い時期になることが多いため、
歩行式動噴だと、能率が上がりにくいですが、
JK18を使うとラクに防除作業が出来ます。





6、収穫関連機器
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かんしょのつる切り作業

収穫関連機器

かんしょつる切り機（トラクタ用）KH-4 ササオカ社
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・かんしょを収獲する前に、つるを切ることで
収穫しやすくなります。

・また、マルチはぎの作業も行いやすいです。

・トラクタ用のかんしょ作業機は、刈高さ調整も含めて、
乗ったままでラクに作業できます。

・大量のつるも細断できるため、耕うんなどの
後処理が簡単です。

・14馬力〜28馬力の、比較的小型なトラクタに
装着できます。



かんしょのマルチはぎ作業

収穫関連機器

マルチはぎ作業機 DR-202N デリカ社

53

・人力では大変なマルチはぎ作業を、素早く簡単に行えます。

・マルチフィルムがコンパクトに巻き取られるため、
マルチフィルムを運ぶのも簡単です。

・最近は生分解性マルチも徐々に増えていますが、
通常マルチと比べて価格が高いことや、
マルチの特性上長期保管が出来ないことから、
まだまだ、慣行マルチが多いのが現状です。



収穫関連機器

かんしょ収穫機 ポテカルゴ 松山社
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掘り上げ、選別、コンテナ詰が１台で一気にできます。

・人力では大変なマルチはぎ作業を、
素早く簡単に行えます。

・運転者と補助者が乗って作業。補助者は選別作業に
専念できるため、良品の選別がより確実に行えます。

・かんしょ以外にも、じゃがいもやヤマイモ等の
収穫にも使えます。
多品目に使え、適応性が高いです。



洗浄作業機

かんしょ洗浄機 ニシザワ社
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かんしょは、出荷直前に洗浄・乾燥させます。

・かんしょは、洗浄すると貯蔵性が落ちるため、
一般的に土付きのままで貯蔵します。
出荷直前に洗浄・乾燥させます。

・かんしょ洗浄機は、水を流しながら回転するブラシで、
かんしょ表面の土を取り除きます。
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